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『
中
国
養
生
術
の
神
秘
」

「
中
国
養
生
術
の
神
秘
」
（
医
術
・
巫
術
・
気
功
）
漆
浩
著
、
池
上
正

治
訳
に
つ
い
て
書
評
を
求
め
ら
れ
た
。
四
六
判
四
○
一
頁
に
わ
た

る
大
著
で
あ
り
、
私
の
理
解
し
え
た
範
囲
で
書
か
せ
て
い
た
だ
く
。
巻

末
に
あ
る
「
訳
者
あ
と
が
き
」
を
見
て
も
、
訳
者
の
御
苦
労
が
分
り
、

敬
意
を
表
し
た
い
。

ま
ず
形
の
如
く
内
容
に
つ
い
て
目
次
に
従
っ
て
列
挙
し
て
み
よ
う
。

序
章
に
始
ま
り
、

第
一
章
医
術
の
起
源
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
あ
る
。
五
項
に
分
れ

（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
起
源
と
概
念
）
（
医
術
の
起
源
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
関
係
）
（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
医
術
の
共
通
言
語
）
（
医
の
も
つ
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
化
の
背
景
）
（
巫
医
の
最
も
初
期
の
形
態
）
。
巫
の
意

味
と
そ
の
発
生
。
医
学
に
与
え
た
影
響
と
初
期
の
巫
医
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
医
術
の
世
界
観
。
三
項
に
分
れ
（
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
「
人
」
と
医
術
の
「
人
」
）
（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
自

然
観
と
医
術
の
自
然
観
」
）
（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
社
会
観
と
医
術
の
社

会
観
）
。
天
と
人
の
間
を
と
り
も
つ
巫
と
、
「
天
人
感
応
」
「
天
人
合
こ

の
係
わ
り
と
そ
れ
ら
が
中
医
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
。
自
然
観
と
か
哲
学

’
五
、
電
話
○
三
’
五
二
一
○
’
四
○
○
○
、
平
成
十
一
年
七
月
二
十
八
日
、

Ａ
５
判
、
四
九
五
頁
、
本
体
九
、
五
○
○
円
〕

漆
浩
杵
・
池
上
正
治
訳

と
の
関
係
に
ふ
れ
て
い
る
。

第
三
章
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
医
術
の
共
存
す
る
要
素
。
四
項
に
分

れ
る
。
（
哲
学
・
政
治
）
（
文
化
・
心
理
）
（
民
俗
・
地
理
）
（
天
文
・
暦

法
）
な
ど
の
要
素
に
分
類
し
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
中
国
歴
史
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
く
み
入
れ
ら
れ
、
ま
た
ど
こ
を
と
っ
て
も
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

第
四
章
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
医
学
観
。
五
項
に
分
れ
る
。
（
生
理
）

（
病
理
）
（
診
断
予
測
術
）
（
薬
理
）
（
治
療
術
）
等
に
つ
き
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
の
医
学
観
か
ら
論
じ
て
い
る
。

第
五
章
医
学
に
お
け
る
巫
。
五
項
に
分
れ
る
。
（
針
灸
法
と
五
禁
、

九
宮
図
）
（
精
神
心
理
療
法
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
’
一
ズ
ム
）
（
気
功
・
按

摩
・
導
引
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
（
伝
染
病
の
予
防
と
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
儀
式
）
（
養
生
の
長
寿
術
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
。
前
章
が
中

国
医
学
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
関
係
を
總
諭
的
に
述
べ
て
い
る
の
に
対

し
、
本
章
で
は
各
論
的
、
実
際
的
方
面
に
述
べ
て
い
る
。

第
六
章
歴
史
上
の
巫
医
。
六
項
に
分
れ
る
。
（
神
話
や
伝
記
に
お
け

る
巫
医
）
（
泰
漢
以
前
の
巫
医
）
（
魏
普
南
北
朝
の
巫
医
）
（
晴
唐
の
時
期

の
巫
医
）
（
宋
代
以
降
の
巫
医
）
（
巫
医
に
対
す
る
取
り
締
り
と
斗
争
）
。

中
国
医
学
史
に
登
場
す
る
各
時
代
の
巫
医
と
い
わ
れ
た
医
師
を
挙
げ
時

代
の
変
遷
を
述
べ
て
い
る
。
以
下
は
結
論
、
訳
者
の
あ
と
が
き
、
索
引

と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
気
の
つ
い
た
点
を
並
べ
て
み
た
い
・

訳
者
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
シ
ャ
ー
マ
’
一

ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
で
あ
り
、
頻
回
に
出
現
し
て
い
る
。
一
般
的
な
現
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在
の
見
解
に
従
え
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
民
俗
信
仰
の
一
部
で
あ

り
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
か
ポ
ジ
セ
シ
ョ
ン

と
い
う
姿
で
現
わ
れ
る
。
中
国
古
代
で
は
巫
は
祭
政
一
致
に
関
わ
り
、

医
療
に
も
携
わ
っ
て
い
た
事
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
と
そ
れ
に

続
く
時
代
に
わ
た
っ
て
す
べ
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
シ
ャ
ー
マ
ン
と

い
う
に
は
、
中
国
の
こ
と
で
は
殊
に
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
巫
術
（
巫
蜆
）
・
呪
術
・
方
術
（
方
士
）
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
？

さ
ら
に
道
教
（
道
士
）
と
い
っ
た
面
は
巫
術
・
呪
術
的
傾
向
が
強
い
の
で

あ
る
が
、
本
書
で
は
殊
吏
、
道
教
と
い
う
言
葉
を
さ
け
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。
私
も
平
成
元
年
に
「
道
教
と
不
老
長
寿
の
医
学
』

を
出
版
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
国
版
の
訳
者
も
「
巫
に
係
わ
る
言
葉
、

術
語
は
現
在
中
国
で
は
都
合
が
わ
る
く
意
識
的
に
さ
け
た
」
と
語
っ
て

く
れ
た
こ
と
を
憶
い
出
し
た
。

「
医
学
の
起
源
の
一
つ
は
労
働
で
あ
る
」
と
い
う
の
に
は
も
う
少
し
具

体
的
な
説
明
が
欲
し
か
っ
た
（
三
六
頁
）
。

「
禁
方
」
に
つ
い
て
は
「
禁
忌
」
（
タ
ブ
ー
）
と
い
う
点
が
深
く
中
国
人

の
間
に
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
（
四
五
頁
）
。

中
国
文
化
の
歴
史
的
発
展
の
う
ち
、
儒
学
の
文
化
時
代
（
唐
ｌ
情
時
代
）

と
あ
る
が
、
私
の
考
え
で
は
表
層
で
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の

時
代
、
儒
・
仏
・
道
の
三
教
合
一
（
三
教
同
源
）
が
強
く
推
め
ら
れ
、
民

俗
信
仰
の
姿
と
な
り
著
者
の
い
う
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
医
療
も
民
間
医

療
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
（
二
八
頁
）

「
太
こ
は
北
極
星
の
別
名
（
太
乙
と
も
い
う
）
で
も
あ
ろ
う
二
四

九
頁
）
。

図
二
三
の
出
典
が
な
に
か
。
「
医
方
類
聚
」
巻
一
、
五
蔵
門
中
の
「
五

臓
六
胴
図
」
と
思
わ
れ
る
（
一
六
九
頁
）
。

応
報
致
病
詑
記
と
同
じ
よ
う
に
中
国
民
衆
の
中
で
は
「
承
負
」
と
い

う
因
果
応
報
的
な
考
え
が
あ
っ
た
（
一
八
六
頁
）
。

身
体
に
翼
が
生
え
る
と
い
う
の
は
仙
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
二
二

五
頁
）
。

麻
姑
は
伝
統
的
女
仙
で
『
神
仙
伝
』
に
も
出
て
く
る
。
道
教
で
は
女

神
と
さ
れ
る
（
二
三
七
頁
）
。

図
五
三
の
出
典
が
な
い
が
、
こ
れ
は
『
道
教
」
中
の
『
上
清
大
洞
真

経
」
か
ら
で
あ
る
。
な
お
「
六
字
訣
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
か
っ
た

（
三
一
五
頁
）
。

巫
医
の
中
に
は
、
医
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
医
師
も
い
た
こ
と
を
追

加
し
て
お
く
（
三
九
四
頁
）
。

以
上
い
ろ
い
ろ
な
点
に
ふ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
し
て
も
本
書

の
価
値
を
決
し
て
損
な
う
も
の
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
だ
け
の
広
汎
な
内
容
を
シ
ス
テ
ム
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
著
者
の
力

量
・
努
力
は
賞
讃
に
値
す
る
。
ま
だ
若
い
方
な
の
で
今
後
の
更
な
る
御

研
究
・
御
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
方
面
に
興
味
や
研
究
さ
れ
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
御
一
読
を
願
っ
て

止
ま
な
い
。

（
吉
元
昭
治
）
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